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一
、
暑
中
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
生
き
て
い
る
あ
か
し
の
暑
さ
寒
さ
か
な
！
」
と
い

う
俳
句
が
あ
り
ま
す
が
、
夏
暑
い
と
感
じ
る
の
も
健

康
の
あ
か
し
と
思
い
ま
し
ょ
う
。 

お
盆
を
迎
え
ま
し
た
。
七
代
に
亘
る
父
母
を
一
応
ご

先
祖
と
い
い
ま
す
が
、
父
の
父
母
、
母
の
父
母
と
七

代
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
数
え
て
み
る
と
何
人
に
な
り

ま
す
か
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
過
去
・
現
在
・
未

来
に
亘
る
命
の
永
遠
性
と
い
う
こ
と
に
想
い
を
め
ぐ

ら
し
、
ご
先
祖
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
墓
参
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
お
墓
は
永
遠
の
心
の
ふ

る
さ
と
で
す
。 

 

二
、
釈
迦
仏
教
の
原
点 

生
き
て
こ
の
世
に
あ
る
人
間
の
根
源
的
な
苦
は
、

「
生
・
老
・
病
・
死
」
で
こ
れ
を
四
苦
と
い
う
。 

こ
の
人
間
苦
を
ど
う
理
解
納
得
し
、
ど
う
人
生
を
全

う
す
る
か
と
い
う
の
が
仏
教
々
説
の
原
点
で
す
。 

三
、
縁
起
の
法
（
お
し
え
）
と
は 

人
生
は
先
ず
最
初
に
因
が
あ
り
そ
こ
に
縁
が
作
用

し
て
果
が
生
ず
る
。
つ
ま
り
縁
起
の
法
と
は
原
因

と
結
果
の
か
か
わ
り
を
説
い
た
も
の
。
世
の
中
の

全
て
の
現
象
に
は
必
ず
原
因
が
あ
り
、
そ
の
原
因

が
あ
れ
ば
こ
そ
結
果
が
生
じ
る
。
そ
し
て
そ
の
そ

の
原
因
が
な
け
れ
ば
そ
れ
に
伴
う
結
果
は
無
く
な

る
。
世
の
中
の
現
象
や
物
事
は
、
全
て
が
お
た
が

い
に
関
わ
り
合
っ
て
結
果
が
生
じ
て
い
る
。 

つ
ま
り
縁
起
の
法
と
は
、
起
き
た
こ
と
の
原
因
を

知
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
悩
み
の
原
因
、
苦
の
原

因
を
知
っ
て
そ
の
原
因
を
解
決
す
れ
ば
悩
み
苦
し

み
は
無
く
な
り
、
苦
の
原
因
が
滅
す
れ
ば
苦
も
滅

す
る
。
悩
み
や
苦
し
み
の
原
因
を
探
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
よ
く
考
え

る
。
縁
起
は
か
つ
ぐ
も
の
で
は
な
く
、
苦
の
原
因

を
知
り
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
る
教
え
で
す
。
（
仏

遺
教
経
よ
り
） 

 

 

二
〇
一
三
年
春
に
、
龍
蔵
院
公
益
活
動

の
一
環
と
し
て
、
本
堂
東
側
に
、
避
難

タ
ワ
ー
倉
庫
を
建
設
い
た
し
ま
し
た
。 

柱
は
す
べ
て
鉄
筋
で
で
き
て
お
り
、
頑

丈
で
す
。
二
階
建
て
に
な
っ
て
お
り
、

津
波
等
の
有
事
に
備
え
た
避
難
施
設
と

し
て
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。 

龍
蔵
院
末
寺
・
縁
故
寺
院 

・
西
小
笹
地
区 

妙
福
寺 

 

住
職 

龍
蔵
院
住
職
兼
任 

 

・
東
小
笹
地
区 

慈
眼
寺 

 

住
職 

龍
蔵
院
住
職
兼
任 

 

・
東
小
笹
地
区 

阿
弥
陀
院 

 

住
職 

龍
蔵
院
住
職
兼
任 

 

・
登
戸 

吉
祥
院 

 

住
職 

龍
蔵
院
副
住
職 

 

縁
故
寺
院 

・
大
浦
堀
之
内 

蓮
花
寺 

 

住
職 

大
津
永
聖 

 
 
 

（
龍
蔵
院
副
住
職
） 

  

 
 

〈 

主 

な 

行 

事 

） 

◆
一
月
五
日 

 

 
 

新
年
初
祈
願
護
摩
法
要 

 

◆
一
月
十
六
日 

 
 

初
墓
参
り
（
寺
へ
の
年
賀
） 

 

◆
二
月
十
五
日 

 
 

お
釈
迦
様
涅
槃
絵

し

ゃ

か

さ

ま

ね

は

ん

え 
 

◆
八
月
十
二
日 

 
 

盆
総
供
養 

 
 
 
 

新
盆
精
霊
特
別
法
要 

 
 
 
 

無
縁
精
霊
施
餓
鬼
会

せ

が

き

え 

 
 
 
 

檀
家
先
祖
代
々
各
霊 

 
 
 
 

戦
没
英
霊 

 
 
 
 

戦
災
殉
難
者
等 

 

◆
八
月
十
三
日 

 
 

墓
参
（
寺
へ
の
盆
供
） 

 
◆
春
秋
彼
岸 

 

◆
毎
月
一
回
ご
詠
歌
研
修
発
心
会 

（
入
会
者
歓
迎
） 

 

◆
会
社
・
役
所
等
の
社
員
職
員
の 

 

研
修
会
申
込
次
第
随
時
行
い 

 

ま
す
。 

    

   

龍 

蔵 

院 

役 

員 

檀 

頭 
 

土
屋 

 

誠 

総 

代 
 

石
橋 

 

勲 

総 

代 
 

山
崎 

 

三
郎 

総 

代 
 

土
屋 

 

正 

総 

代 
 

林 
 
 

照
夫 

世
話
人 

 

大
久
保  

俊
夫 

 
 
 
 
 

林 
 
 

幸
雄 

 
 
 
 
 

作
佐
部 

明
義 

 
 
 
 
 

熱
田 

 

康
雄 

 
 
 
 
 

大
久
保 

忠
良 

 
 
 
 
 

中
村 

 

克
己 

 
 
 
 
 

島
田 

 

久
四
郎 

 
 
 
 
 

越
川 

 

昇 

 
 
 
 
 

伊
藤 

 

為
吉 

 
 
 
 
 

伊
藤 

 

静 

 
 
 
 
 

佐
久
間 

孝
雄 

 
 
 
 
 

大
久
保 

庸
雄 

 
 
 
 
 

土
屋 

 

清
一 

 
 
 
 
 

穴
澤 

 

諒 

 
 
 
 
 

熱
田 

 

清
三 

 
 
 
 
 

嶋
田 

 

一
夫 

 
 
 
 
 

田
村 

 

彦
一 

 

避 難 タ ワ ー 完 成 
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住
職
は
昭
和
三
十
四
年
京
都
総
本
山
・
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
に
勤
務
。 

教
学
部
（
子
弟
教
育
担
当
）
、
財
務
部
。
総
務
部
（
課
長
）
・
財
務
部
（
部

長
）
・
責
任
役
員
・
川
崎
大
師
京
都
別
院
初
代
執
事
二
代
目
主
監
等
に
在
職
。 

社
会
的
職
務
と
し
て
保
護
司
・
千
葉
刑
務
所
教
誨
師
（
八
日
市
場
拘
置
支
所
兼

任
） 

右
に
よ
り
社
会
功
労
章
・
宗
治
功
労
章
等
を
本
山
よ
り
拝
受
。 

そ
し
て
今
回
二
つ
の
功
労
章
を
拝
受
す
る
次
第
と
な
り
ま
し
た
。 

改
め
て
檀
家
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
御
法
縁
に
対
し 

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

六
月
十
六
日
に
、
寺
子
屋
「
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数

は
二
十
五
名
程
で
す
。
内
容
は
、
住
職
に

よ
る
法
話
と
本
堂
に
お
い
て
の
仏
教
音
楽

体
験
（
声
明
・
御
詠
歌
・
鉢
）
、
仏
教
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
、
記
念
品
授
与
（
「
絆
」

の
色
紙)

、
「
福
島
ひ
ま
わ
り
里
親
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
と
盛

り
沢
山
の
内
容
で
し
た
。 

住
職
の
法
話
に
皆
熱
心
に
聞
き
入
り
、
仏

教
音
楽
体
験
で
は
、
特
に
子
ど
も
達
に
よ

る
鉢
演
奏
体
験
で
ワ
イ
ワ
イ
と

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
「
福
島
ひ
ま
わ
り
里
親

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
福
島
と

全
国
の
絆
づ
く
り
と
福
島
の
農

地
再
生
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
概
要
は
ひ
ま
わ
り
の

種
を
里
親
（
今
回
は
龍
蔵
院
敷

地
内
）
の
元
で
開
花
さ
せ
て
種

を
収
穫
し
、
そ
の
増
や
し
た
種

を
福
島
に
送
り
、
そ
こ
で
ま
た

ひ
ま
わ
り
を
育
て
、
農
地
再
生

や
観
光
資
源
と
し
て
役
立
て
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
現
地
で
収

穫
し
た
ひ
ま
わ
り
の
種
は
、
ひ
ま

わ
り
油
と
し
て
販
売
す
る
予
定
で

す
。
ひ
ま
わ
り
の
種
は
今
で
は
芽

を
出
し
成
長
し
始
め
ま
し
た
。
興

味
が
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
龍
蔵
院

本
堂
西
側
に
見
に
き
て
下
さ
い
。 

寺子屋「ガールスカウト」

2013年6月開催 護 法 功 労 章 

総 本 山 功 労 章 
受  章 

龍蔵院住職 管長 宗務総長 

川崎大師ご貫首 

龍
蔵
院
住
職 

管
長 

本
山 

役
員 


